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五
月
二
八
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
脱
退
し
今
月
一

日
付
け
で
国
労
に
加
入
し
た
阿
部
浩
樹
さ
ん（
二
〇

才
）
の
歓
迎
会
が
、
上
野
支
部
主
催
に
よ
り
都
内

で
開
催
さ
れ
た
。

　

支
部
・
鈴
木
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
玉
之

内
委
員
長
は
「
若
い
仲
間
を
迎
え
る
事
が
で
き
て

う
れ
し
い
。
分
会
の
皆
さ
ん
御
苦
労
様
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
広
げ
、
働
く
条
件
を
少
し
で
も
良

く
し
た
い
」
と
歓
迎
と
激
励
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、
田
端
駅
分
会
・
樫
村
分
会
長
の
挨
拶
、

藤
本
さ
ん
か
ら
加
入
し
た
経
過
の
報
告
を
受
け
た
。

　

歓
迎
会
に
は
満
面
の
笑
み
を
し
た
、
本
部
か
ら

濱
中
書
記
長
と
岩
元
青
年
部
長
、
東
日
本
本
部
か

ら
松
井
副
委
員
長
・
高
野
書
記
長
・
木
村
青
年
部
長
・

彦
田
青
年
部
常
任
委
員
、
東
京
地
本
か
ら
松
川
書

記
長
・
宮
㟢
組
織
部
長
ら
各
級
機
関
役
員
も
参
加

し
「
困
っ
た
時
は
ワ
イ
ワ
イ
相
談
し
て
」「
出
身
支

部
で
の
拡
大
、
非
常
に
う
れ
し
い
」「
他
地
本
で
も

若
い
人
の
加
入
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、
激
励
の

エ
ー
ル
を
な
ご
や
か
に
送
っ
た
。

　

最
後
に
、
阿
部
さ
ん
本
人
か
ら
「
強
制
的
な
や

り
方
を
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
不
満
を
持
ち
な
が
ら

働
い
て
い
た
が
、
国
労
の
仲
間
に
誘
わ
れ
加
入
し

た
。
組
織
拡
大
に
一
緒
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
」

と
力
強
い
決
意
表
明
を
受
け
た
。
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よ
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四
月
九
日
付
け
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
脱
退
し

国
労
に
加
入
し
た
有
楽
町
駅
・
大
原
真
太
郎
さ
ん

（
三
〇
歳
）
の
歓
迎
会
が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
の
有
楽
町
駅
分
会
・
加
藤
分
会
長
は
「
大

原
君
が
加
入
し
て
、分
会
の
組
合
員
が
元
気
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
共
に
国
労
の
組
織
拡
大
と
労
働
条

件
改
善
に
向
け
て
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。 　

来
賓
の
地
本
・
中
沢
執
行
委
員
は
「
組
織
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
職
場
に
足
を
運
ん
で
い
る
が
、

職
場
か
ら
拡
大
の
報
告
や
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
が
続
々
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。
新

橋
支
部
・
山
田
委
員
長
は
「
分
会
の
仲
の
良
さ
、

雰
囲
気
の
良
さ
の
成
果
。
こ
こ
な
ら
国
労
に
と
い

う
安
心
感
が
あ
る
」
と
日
常
活
動
と
国
労
本
来
の

人
間
味
の
あ
る
取
り
組
み
の
成
果
を
強
調
し
た
。

　

最
後
に
大
原
君
本
人
か
ら
「
自
分
も
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
力
強
い

決
意
表
明
を
受
け
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
組
合
員
家
族
の
焼
肉
店
で
舌
鼓

を
う
ち
な
が
ら
、
大
原
さ
ん
の
加
入
の
喜
び
を
噛

み
締
め
、
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
決
意
を
確
認
し

あ
っ
た
。

　

東
京
地
本
で
総
務
部
・
調
査
部
を
担
当
し
て

い
た
だ
い
た
寺
崎
幸
子
さ
ん
が
四
月
三
〇
日
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
寺
崎
さ
ん
は
宇
都

宮
支
部
で
永
年
働
い
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
書

記
配
置
の
見
直
し
に
よ
り
四
年
半
前
に
東
京
地

本
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
大
変
御
苦
労

様
で
し
た
。

　

寺
崎
さ
ん
の
退
職
に
伴
い
、四
月
一
日
か
ら
、

国
鉄
闘
争
支
援
中
央
共
闘
会
議
で
働
い
て
い
た

井
口
栄
子
さ
ん
が
総
務
部
・
調
査
部
を
担
当
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

顔
が
見
た
い
人
は
東
京
地
本
に
来
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
永
年
に
亘
り
法
対
部
で
働
い
て
来
ら

れ
た
、
福
原
三
江
子
さ
ん
が
、
五
月
一
日
付
け

で
国
労
本
部
へ
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

横
浜
電
力
技
術

セ
ン
タ
ー
分
会

は
、七
年
前
の
「
設

備
部
門
に
お
け
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
の
再
構
築
」
合

理
化
に
よ
り
五
電

力
区
が
統
合
さ
れ

発
足
し
た
。

　

分
会
は
、
横
浜

支
社
内
（
神
奈

川
全
県
と
静
岡
県

の
熱
海
か
ら
伊
東
ま
で
）
す
べ
て
の
電
車
線
・

電
灯
・
変
電
業
務
を
担
当
す
る
技
術
セ
ン
タ
ー

及
び
五
つ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
所
属

す
る
組
合
員
四
一
名
と
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
へ
の

出
向
組
合
員
二
名
の
計
四
三
名
で
構
成
し
て
い

る
。

　

分
会
組
合
員
の
居
住
地
は
、
東
京
・
神
奈
川
・

埼
玉
・
千
葉
・
静
岡
と
い
う
広
範
囲
に
わ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
通
勤
事
情
か
ら
組
合
員
の
結
集
に

苦
労
し
な
が
ら
も
、
分
会
大
会
を
始
め
、
年
二

回
の
分
会
集
会
の
開
催
、
毎
月
の
執
行
委
員
会

と
月
一
回
の
分
会
情
報
の
発
行
、
他
労
組
組
合

員
も
参
加
す
る
花
見
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

分
会
レ
ク
を
開
催
し
分
会
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
機
関
の
集
会
や
行
動
に
も
参
加
す
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

昇
進
差
別
事
件
・
バ
ッ
ジ
事
件
の
和
解
以
降

も
、
職
名
の
逆
転
現
象
や
研
修
に
入
れ
な
い
な

ど
、
職
場
の
不
公
平
感
が
ぬ
ぐ
い
き
れ
て
い
な

い
が
、
国
労
組
合
員
と
し
て
の
誇
り
（
し
が
ら

み
？
）
を
も
ち
、
差
別
を
放
置
さ
せ
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
る
。

　

昨
今
の
首
都
圏
輸
送
障
害
の
多
発
は
、
横
浜

電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
管
内
で
も
昨
年
の
根
岸
駅

ト
ロ
リ
線
断
線
事
故
で
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に
三

時
間
も
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
矛
盾
が
次
々
と
現
れ
て
い
る
。
諸
先
輩

方
の
退
職
と
急
激
な
平
成
採
用
者
の
増
加
が
技

術
力
の
低
下
に
拍
車
を
か
け
、
安
全
・
安
定
輸

送
を
ゆ
る
が
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
分
会
と
し
て
会
社
に
対
し
て
問
題
提
起
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

組
織
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
毎
年
退
職
者
が

出
る
と
い
う
現
状
の
な
か
で
、
組
合
員
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
役
員
中
心
に
若
い
人

へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

結
果
が
出
て
い
な
い
。
早
く
結
果
が
示
せ
る
よ

う
今
後
も
頑
張
り
続
け
る
。

首
都
圏
輸
送
障
害
に

今
後
も
問
題
提
起
す
る

大原真太郎さん　国労加入歓迎会
国労有楽町駅分会

大
原
さ
ん
は
前
列
中
央
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五
月
八
日
、
横

浜
地
方
裁
判
所
で
、

一
三
時
三
〇
分
か
ら

「
旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
ア

ス
ベ
ス
ト
」
裁
判
、

一
六
時
三
〇
分
か
ら

「
採
用
差
別
横
浜
人

活
訴
訟
」
の
裁
判
が

開
か
れ
た
。

　

午
前
中
、
神
奈

川
地
区
本
部
は
ア

ス
ベ
ス
ト
支
援
者
・

闘
争
団
員
と
共
に
、

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
頭
で

ビ
ラ
ま
き
宣
伝
行

動
を
取
り
組
み
、

裁
判
へ
の
支
援
を

呼
び
か
け
た
。

　
「
ア
ス
ベ
ス
ト
裁

判
」
で
の
証
人
尋

問
、「
採
用
差
別
横

浜
人
活
訴
訟
」
も
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
傍
聴
券
配
布
時

に
は
一
二
〇
名
以
上

の
支
援
者
が
並
び
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
裁
判

傍
聴
と
な
っ
た
。

　
「
ア
ス
ベ
ス
ト
裁

判
」
終
了
後
、
横
浜

弁
護
士
会
館
で
報
告

　

第
七
九
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
、
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

例
年
に
違
わ
ず
晴
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
よ
り
も

多
く
の
参
加
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
を
示
し
た
。

　

議
長
団
選
出
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
国

労
東
京
・
石
上
委
員
長
が
挨
拶
を
行
い
「
①
日

比
谷
メ
ー
デ
ー
が
二
〇
周
年
を
迎
え
た
、
②
〇
八

春
闘
を
め
ぐ
り
、
労
働
分
配
率
の
五
年
連
続
低

下
と
年
金
・
医
療
・
税
制
改
悪
に
伴
う
労
働
者

　

去
る
五
月
一
〇
日
地
本
青
年
部
は
青
年
対
策
委

員
会
と
合
同
で
、
初
夏
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
企
画
し
た
。
例
年
こ
の
時

期
の
気
候
は
比
較
的
安
定
し
天
候
に
は
恵
ま
れ
て

い
た
が
、
ど
う
し
て
こ
の
日
を
選
ん
だ
の
か
Ｙ
さ

ん
！
仲
間
か
ら
は
「
や
る
ね
ぇ
ー
？
？
！
」
そ
う

で
す
、
な
ん
と
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
会
場
を
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ
と
変

更
し
、
少
し
ば
か
り
テ
ン
シ
ョ
ン
は
下
降
ぎ
み

だ
っ
た
が
、
青
年
部
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
プ

レ
イ
ボ
ー
ル
！
ま
た
ま
た
や
っ
て
く
れ
ま
す
Ｙ

さ
ん
！
ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
す
も
の
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
は
「
フ
ァ
ー
ル
！
」、次
も
ス
ト
ラ
イ
ク
・・

「
フ
ァ
ー
ル
！
」
Ｋ
さ
ん
を
は
じ
め
他
人
の
不
幸

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
指
で
指
し
な
が
ら
大
口
を

集
会
を
開
催
し
た
。
集
会
で
は
、
古
川
弁
護
士
か

ら
「
裁
判
の
最
後
に
ブ
レ
ー
キ
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぐ

時
の
距
離
を
裁
判
官
が
聞
い
た
。
こ
れ
は
間
接
曝

露
に
な
る
判
断
を
し
た
と
見
て
い
い
の
で
は
」
と

い
う
報
告
が
さ
れ
、
証
人
の
稲
垣
さ
ん
・
小
林
綾

子
さ
ん
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
、
次
回
証
人
と
し

て
法
廷
に
立
つ
大
前
麻
衣
さ
ん
か
ら
決
意
表
明
を

受
け
た
。

　
「
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
」
に
つ
い
て
は
、
国

労
本
部
小
池
執
行
委
員
・
西
日
本
本
部
大
西
副
委
員

長
も
加
わ
る
共
同
報
告
集
会
と
な
り
、
弁
護
士
か
ら

の
報
告
、
支
援
団
体
・
各
単
産
代
表
者
・
闘
争
団
か

ら
連
帯
の
挨
拶
、
当
事
者
三
名
か
ら
決
意
表
明
を
受

け
た
。
今
回
の
裁
判
傍
聴
に
は
、
延
べ
二
〇
〇
名
以

上
の
参
加
者
が
あ
り
、
迫
力
あ
る
傍
聴
・
支
援
体
制

が
確
立
で
き
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
は
、
六
月
一
七
日
の
証
人
尋
問

を
受
け
、
年
内
に

は
判
決
が
出
る
予

定
。

　

採
用
差
別
横
浜

人
活
裁
判
は
、
証

人
と
し
て
神
奈

川
地
区
本
部
前
委

員
長
の
久
保
澤
さ

ん
、
横
浜
人
活
裁

判
で
無
罪
判
決
を

勝
ち
取
っ
た
遊
佐

さ
ん
を
申
請
し
、

こ
れ
か
ら
が
正
念

場
と
な
る
。

の
負
担
増
、
非
正
規
労
働
者
な
ど
の
格
差
問
題

が
顕
著
に
な
り
、
連
帯
し
て
闘
う
、
③
二
二
年

目
に
入
っ
た
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
は
政
治
的
解
決

気
運
が
高
ま
り
、
自
治
体
決
議
も
国
民
の
過
半

数
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
内
の
争
議
も
西
日
本
・
東
海
・

東
日
本
に
続
き
、
三
月
に
は
貨
物
も
一
括
和
解

し
た
。
雇
用
・
年
金
・
解
決
金
を
勝
ち
取
る
た

め
に
も
五
月
〜
六
月
大
衆
行
動
へ
の
ご
尽
力
を
。

④
反
戦
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
に
全
力

を
上
げ
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
。

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
『
年
寄
り
は
死
ね
』

政
策
だ
。
福
祉
や
年
金
・
医
療
な
ど
、
戦
後
の

成
長
を
支
え
て
き
た
先
輩
の
た
め
に
も
共
に
頑

張
ろ
う
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

次
に
、
連
帯
挨
拶
が
都
労
連
・
増
渕
委
員
長
か

ら
、
来
賓
挨
拶
が
佐
藤
・
東
京
都
産
業
労
働
局

長
と
福
島
・
社
会
民
主
党
党
首
ら
か
ら
行
わ
れ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
の
後
、
決
意
表
明
が
小
野
・
国

労
闘
争
団
事
務
局
次
長
ら
か
ら
行
わ
れ
、
二
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
の
デ
モ
行
進
に
移
っ
た
。

　

近
年
、
メ
ー
デ
ー
が
、
連
休
を
配
慮
し
て
五

月
一
日
以
外
の
日
に
開
催
す
る
団
体
も
あ
る
が
、

空
け
て
笑
い
転
げ
る
仲
間
で
大
盛
り
上
が
り
と

な
っ
た
。

　

会
場
を
移
し
て
の
交
流
会
で
は
、
朝
か
ら
本

部
主
催
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
宮
㟢
組
織
部

長
が
会
議
が
終
わ
る
な
り
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

会
場
へ
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
交
流

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
い
ろ
い
ろ

な
職
場
の
仲
間
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

や
は
り
長
時
間
勤
務
や
な
ん
で
も
や
ら
さ
れ
る

職
場
、
ま
た
技
術
継
承

の
問
題
な
ど
多
く
の
矛

盾
や
厳
し
い
職
場
環
境

な
ど
の
問
題
も
話
さ
れ

た
。
天
候
の
影
響
も
あ

り
青
年
部
を
中
心
に

一
五
名
の
参
加
だ
っ
た

が
、
今
後
も
気
兼
ね
無

し
で
な
ん
で
も
話
せ
る

仲
間
を
つ
く
り
、
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
る
よ
う

努
力
を
重
ね
た
い
。

　

五
月
二
六
日
、
第
一
七
回
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

が
武
蔵
の
池
で
開
催
さ
れ
た
。

　

久
々
に
好
天
に
恵
ま
れ
、
釣
果
も
上
が
り
、

以
下
の
結
果
と
な
っ
た
。

【
結
果
】

優　

勝　

斉
藤
万
輝
男　

上
野
・
隅
田
川
駅
Ｏ
Ｂ

準
優
勝　

中
村　
　

寛　

上
野
・
松
戸
車
両
セ

第
三
位　

斉
藤　

孝
一　

上
野
・
松
戸
車
両
セ

五
月
一
日
を
歴
史
あ
る
日
と
し
て
大
切
に
す
る

こ
と
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
た
次
第
で

あ
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　
『
国
労
東
京
』
№
一
六
九
八
（
二
〇
〇
八

年
五
月
五
日
発
行
）
一
面
「
エ
ル
ダ
ー
・

年
金
で
学
習
会
（
国
労
東
京
労
働
講
座
）」

の
記
事
中
、
開
催
日
が
四
月
八
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
四
月
五
日
の
間
違
い
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


